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研 究

精神疾患の原因解明と治療法開発

2020年4月に着任した加藤忠史教授は、理化学研究所脳神経科学研究センターにおいて、双極
性障害の神経生物学的研究を行ってきました。双極性障害のミトコンドリア機能障害仮説を提
唱し、これに基づいて反復性うつ状態を呈するモデルマウスを報告すると共に、双極性障害の
原因部位として視床室傍核を同定しました(Molecular Psychiatry 2016)。また、一卵性双生
児不一致例のiPS細胞より脳オルガノイドを作成し、シングルセルRNAシーケンス解析により、
精神疾患の原因に抑制性ニューロンと興奮性ニューロンの分化の不均衡が関与することを示し
ました。また、双極性障害にデノボ変異が関与していることや、脳の体細胞変異が精神疾患に
関与していること（Neuron 2014)などを見出しました。また、死後脳の国際共同研究(Nature 
Neuroscience 2008他)や、ゲノム研究の国際コンソーシアム（ConLiGen、Bipolar 
Sequencing Consortiumなど）にも参加しています（NEJM 2014, Lancet 2016）。
10月1日には、大日本住友製薬との共同研究講座、気分障害分子病態学講座を設立し、9月1日
設立の気分障害センターと連携して、双極性障害を初めとする気分障害の原因解明、治療法開
発の研究を進めていきます。
大沼徹先任准教授は、統合失調症の病態解明、治療法開発、バイオマーカー探索などの研究を
行っています。伊藤賢伸准教授は、胎生期の向精神薬曝露による胎児への影響について研究すると
共に、胎生期バルプロ酸曝露による自閉スペクトラム症モデル動物を手がかりとした創薬標的研究
をAMEDの支援を得て進めています。また、放射線医学講座との共同研究で、新たな磁気共鳴画
像技術を用いた精神疾患の脳病態解明・診断法開発の研究も行っています。

主な研究テーマ

主な研究内容スタッフ

1. 双極性障害の原因解明と治療法開発
2. 統合失調症の病態解明・治療法開発
3. 自閉スペクトラム症の原因解明・治療法開発
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プレスリリース
精神疾患に

神経細胞のアンバランスな
運命付けが関連
－iPS細胞由来脳オルガノイ
ドの研究から－（2020年8
月7日）
（Sawada et al, Molecular 
Psychiatry 2020）



Department of Psychiatry

Study

Revealing the causes of psychiatric illnesses and developing new treatment
Professor Tadafumi Kato, who joined a new post in April 2020, has long been engaged in the 
neurobiological study of bipolar disorder at the RIKEN Center for Brain Science. After proposing the 
mitochondrial dysfunction hypothesis of bipolar disorder, Dr. Kato went on to develop a mouse model 
exhibiting recurrent depression-like episodes based on this hypothesis and identified the paraventricular 
thalamic nucleus as the candidate of causative brain region of bipolar disorder (Molecular Psychiatry
2016). He also demonstrated that imbalance in the differentiation of excitatory and inhibitory neurons 
contributes to the onset of psychiatric illnesses through single-cell RNA sequence analysis of cerebral 
organoids derived from iPS cells of discordant monozygotic twins. Dr. Kato’s other discoveries include 
the involvement of de novo mutations in bipolar disorder and the contribution of brain somatic 
mutations in psychiatric illnesses (Neuron 2014). He is involved in an international research 
collaboration on the postmortem brain (Nature Neuroscience 2008) and in international consortia on 
genome research (ConLiGen, Bipolar Sequencing Consortium, etc.; NEJM 2014, Lancet 2016). On 
October 1st, the Department of Molecular Pathology of Mood Disorders was launched and a joint 
research with Sumitomo Dainippon Pharma has started. He will continue his research into causes and 
treatments of bipolar disorder and other mood disorders in collaboration with the Center for Mood 
Disorders established on September 1st. Senior Associate Professor Toru Onuma is studying 
schizophrenia seeking to reveal its pathology, develop treatment methods, and explore biomarkers. 
Associate Professor Masanobu Ito is studying the effects of prenatal exposure to psychotropic drugs and 
working on drug development research using animal models of autism spectrum disorder induced by 
prenatal exposure to valproic acid with the support of AMED. The department is also pursuing joint 
research with the radiology department seeking to reveal the brain pathology of psychiatric disorders 
and develop diagnostic methods using new magnetic resonance imaging techniques.

Primary Study Themes

Primary Study Findings

 1. Revealing the cause of bipolar disorder and developing new 
treatment 

 2. Revealing the pathology of schizophrenia and developing new  
treatment

 3. Revealing the cause of autism spectrum disorder and developing 
new treatment

Press Release
Developmental excitation-
inhibition imbalance
underlying psychoses
revealed by single-cell
analyses of discordant 
twin-derived cerebral 
organoids (Aug 7th, 2020)
（Sawada et al, Molecular 
Psychiatry 2020）
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倉敷　2019年11⽉16⽇

国内学会発表 7 ⾅井 千恵　線維筋痛症の脳機能画像研究およひ今後の展開 　第115回　⽇本精神神経医学会総会　6/20-22　新潟2019

国内学会発表 8 ⻑⽥ 賢⼀、⾅井 千恵  オフセット痛を⽤いた慢性痛疾患である線維筋痛症とうつ病などの他の鑑別疾患との検討 第115回　⽇本精神神経医学会総会　
6/20-22　新潟2019



国内学会発表 9 ⼋⽥ 耕太郎、橋本 直⼦、須⽥ 潔⼦、平 俊浩、和⽥ 健、内村 直尚、岸 泰宏、⽵内 崇、 ⼟⽥ 和⽣、⾅井 千恵、秋⽉ 伸哉、⻄尾 優⼦、中⻄ 幸、倉⽥ 明⼦、堀川 直希、江
⼝ 寛、伊藤 滋朗,武藤 仁志、⼤森 隆史 せん妄の新たな予防⽅略の展開とそのエビデンス 第115回　⽇本精神神経医学会総会　6/20-22　新潟2019

国内学会発表 10 ⾅井 千恵，稲⾒ 理絵，⽥中 昌司，桐野 衛⼆，井上 令⼀　安静時fMRIを⽤いた線維筋痛症患者に対する⾳楽効果の検討 
第22回⽇本薬物脳波学会　学術集会　7/19-20 東京2019

国内学会発表 11 ⼤沼徹、⾺場元、桐野衛⼆、⼋⽥耕太郎、鈴⽊利⼈、新井平伊︓順天堂⼤学における精神疾患の包括的研究組織、第115回⽇本精神神経学会学術総会、新潟、2019.6.20-
22

国内学会発表 12 ⾕ 恵梨⼦、⼤沼徹、廣瀬仁樹、中⼭賢、⽑婉怡、中平茉莉⼦、折茂⽣裕、⼭下⼤樹、⽵林佑⼈、三⽊康⾐、勝⽥成昌、⻄紋昌平、⻑⾕川敏男、込⼭悦⼦、須賀康、池⽥志
斈、新井平伊︓⽪膚終末糖化産物は統合失調症患者における光過敏性のバイオマーカーとなるか、第115回⽇本精神神経学会学術総会、新潟、2019.6.20-22

国内学会発表 13 Wanyi Mao、⼤沼徹︓順天堂⼤学医学部精神医学教室における外国⼈留学⽣の研究、第115回⽇本精神神経学会学術総会、新潟、2019.6.20-22

国内学会発表 14 ⻩⽥常嘉、⼤沼徹、⾺場元、⼀宮洋介、鈴⽊利⼈、⼋⽥耕太郎、桐野衛⼆、稲⾒理絵、宮川晃⼀︓順天堂⼤学附属病院精神科専⾨医研修プログラム、第115回⽇本精神神経
学会学術総会、新潟、2019.6.20-22

国内学会発表 15 ⾼⼭敏樹、⻩⽥常嘉、⻄紋昌平、柴⽥展⼈、⼤沼徹、新井平伊︓Bupropion の過量服薬により中毒症状を呈した境界性パーソナリティー障害の⼀例、第115回⽇本精神神経学
会学術総会、新潟、2019.6.20-22

国内学会発表 16 笠貫 浩史, ⽐賀 雅⾏, ⼭崎 貴弘, ⾕ 恵梨⼦, ⻄⼝ 素, 済⽥ 貴⽣, 當眞 皇咲, 夏⽬ 俊太朗, 遠藤 野恵美, 萩原 幹⼦, 佐藤 潔, ⼀宮 洋介. 
物忘れ外来における⼩⼯夫 レビー⼩体病前駆症状質問紙"DCARD"の活⽤. Dementia Japan 33(4) 526 - 526 2019年10⽉

国内学会発表 17 笠貫 浩史, ⽐賀 雅⾏, ⻄⼝ 素, 當眞 皇咲, 済⽥ 貴⽣, 遠藤 野恵美, 萩原 幹⼦, ⼀宮 洋介, 新井 平伊.
物忘れ外来におけるレビー⼩体病前駆症状質問紙"DCARD"の有⽤性(第1報). ⽼年精神医学雑誌 30(増刊II) 191 - 191 2019年6⽉

国内学会発表 18 當眞 皇咲, 笠貫 浩史, ⼀宮 洋介, 新井 平伊. 多彩な精神神経症状で初発したビタミンB12⽋乏症の1臨床例. 
⽼年精神医学雑誌 30(増刊II) 212 - 212 2019年6⽉

国内学会発表 19 萩原 幹⼦, 笠貫 浩史, ⼀宮 洋介, 佐藤 潔. 軽度認知障害の⾼齢者とその配偶者に対するカップルライフレビューの実践 もの忘れ外来通院中の3例の検討. 
⽇本認知症ケア学会誌 18(1) 254 - 254 2019年4⽉

国内学会発表 20

国内学会発表 21

国内学会発表 22

国内学会発表 23

国内学会発表 24 ⾺場元．⾼齢者の精神疾患に対する薬物療法Up-to-Date　アルツハイマー型認知症の疾患修飾薬の現状と展望. 第29回⽇本臨床精神神経薬理学会・第49回⽇本神経精神薬
理学会合同年会. 福岡国際会議場（福岡）2019年10⽉11⽇

⼤沼徹，⾺場元，桐野衛⼆，⼋⽥耕太郎，鈴⽊利⼈，新井平伊︓順天堂⼤学における精神疾患の包括的研究組織　第115回⽇本精神神経学会学術総会, 新潟, 2019年
6⽉20-22⽇
桐野衛⼆，⽥中昌司，福⽥⿇由⼦，稲⾒理絵，新井平伊，井上令⼀︓統合失調症の⽪質線条体ネットワークのrs-fMRI・脳波同時計測を⽤いた検討 第⼆報. 第22回⽇本薬
物脳波学会学術集会, 東京 2019年7⽉19-20⽇(発表19⽇)
⾅井千恵，稲⾒理絵，⽥中昌司，桐野衛⼆，井上令⼀︓安静時fMRIを⽤いた線維筋痛症患者に対する⾳楽効果の検討　第22回⽇本薬物脳波学会学術集会, 東京 2019
年7⽉19-20⽇(発表19⽇)

寒⽵正⼈，有井直⼈，⼤川夏妃，⾺場洋介，宮林和紀，桐野衛⼆︓⼩児精神疾患のエピゲネティックな観点からみた考察. 第149回⽇本⼩児科学会静岡地⽅会　静岡市　
2019年6⽉2⽇



国内学会発表 25 ⽇本うつ病学会治療ガイドライン　Ⅱ. ⼤うつ病性障害「⾼齢者のうつ病　ドラフト」その１︓経緯と総論. ⾺場元，伊賀淳⼀，押淵英弘，河野仁彦，⻤頭伸輔，⽊村真⼈，島野
嵩久，武島稔，忽滑⾕和孝，藤瀬昇，前嶋仁，松⽥勇紀，⽔上勝義，三村將，⼭崎⿓⼀. 第16回⽇本うつ病学会総会. 徳島. 2019年7⽉5⽇. 国内.

国内学会発表 26
⽇本うつ病学会治療ガイドライン　Ⅱ. ⼤うつ病性障害「⾼齢者のうつ病　ドラフト」その２︓各論（前半）「精神療法・抗うつ薬による治療」.伊賀淳⼀，押淵英弘，河野仁彦，⻤頭
伸輔，⽊村真⼈，島野嵩久，武島稔，忽滑⾕和孝，⾺場元，藤瀬昇，前嶋仁，松⽥勇紀，⽔上勝義，三村將，⼭崎⿓⼀. 第16回⽇本うつ病学会総会. 徳島. 2019年7
⽉5⽇. 国内.

国内学会発表 27
⽇本うつ病学会治療ガイドライン Ⅱ. ⼤うつ病性障害「⾼齢者のうつ病 ドラフト」その3︓各論（後半）「第⼀選択薬による治療に成功しない場合・修正型電気けいれん療法」. 武島
稔，伊賀淳⼀，押淵英弘，河野仁彦，⻤頭伸輔，⽊村真⼈，島野嵩久，忽滑⾕和孝，⾺場元，藤瀬昇，前嶋仁，松⽥勇紀，⽔上勝義，三村將，⼭崎⿓⼀. 第16回⽇
本うつ病学会総会. 徳島. 2019年7⽉5⽇. 国内.

国内学会発表 28 うつ病の寛解後のアミロイドβ濃度と認知症発症のリスクに関するコホート調査. ポスター, 安⽥誠太, ⾺場元, 前嶋仁, 島野嵩久, 井上恵, 市川朝也, 宿澤弘⼦, 夏⽬俊太郎，済⽥
貴⽣，鈴⽊利⼈, 新井平伊. 第16回⽇本うつ病学会総会. 徳島. 2019年7⽉5⽇. 国内.

国内学会発表 29  うつ病患者における⾎清TDP-43濃度と寛解時の遂⾏機能および記憶機能との関連性. 市川朝也, ⾺場元, 前嶋仁, 島野嵩久, 井上恵, 安⽥誠太, 宿澤弘⼦, 夏⽬俊太郎，済
⽥貴⽣，鈴⽊利⼈, 新井平伊.第16回⽇本うつ病学会総会. 徳島. 2019年7⽉5⽇. 国内.

国内学会発表 30 うつ病におけるDehydroepiandrosterone (DHEA)がBrain derived neurotrophic factor (BDNF)に与える影響について︓第2報. 宿澤弘⼦,⾺場元, 前嶋仁, 島野嵩久, 井
上恵, 市川朝也, 安⽥誠太, 夏⽬俊太郎，済⽥貴⽣，鈴⽊利⼈, 新井平伊. 第16回⽇本うつ病学会総会. 徳島. 2019年7⽉5⽇. 国内.

国内学会発表 31 うつ病寛解後の⾎清BDNF濃度と認知症発症のリスクに関する縦断的調査. 済⽥貴⽣, ⾺場元, 前嶋仁, 島野嵩久, 市川朝也, 安⽥誠太, 宿澤弘⼦, 夏⽬俊太朗, 鈴⽊利⼈, 新
井平伊. 第16回⽇本うつ病学会総会. 徳島. 2019年7⽉5⽇. 国内.

国内学会発表 32 うつ病における⾎清アミロイドβタンパクの推移︓第2報. 夏⽬俊太朗, ⾺場元, 前嶋仁, 島野嵩久, 市川朝也, 安⽥誠太, 宿澤弘⼦, 済⽥貴⽣, 鈴⽊利⼈, 新井平伊. 第16回⽇本
うつ病学会総会. 徳島. 2019年7⽉5⽇. 国内.

国内学会発表 33 ⾺場元. ⽼年期うつ病の病態、治療、社会⽀援　⽼年期うつ病の病態と包括的な治療戦略. 第34回⽇本⽼年精神医学会．トークネットホール仙台（仙台）．2019年6⽉7⽇

国内学会発表 34 ⾺場元. 抗認知症薬の使い⽅の基本. 第115回⽇本精神神経学会学術総会. 朱鷺メッセ（新潟）. 2019年6⽉21⽇

国内学会発表 35 うつ病におけるアミロイドβタンパクがBDNF濃度に与える影響. 済⽥貴⽣, ⾺場元, 前嶋仁, 島野嵩久, 夏⽬俊太朗, 鈴⽊利⼈, 新井平伊. 第115回⽇本精神神経学会学術総会. 
朱鷺メッセ（新潟）. 2019年6⽉21⽇

国内学会発表 36 寛解後のうつ病における認知機能の⻑期追跡調査. 島野嵩久, ⾺場元, 前嶋仁, 井上恵, 鈴⽊利⼈, 新井平伊. 第115回⽇本精神神経学会学術総会. 朱鷺メッセ（新潟）.
2019年6⽉21⽇

国内学会発表 37 うつ病における⾎清アミロイドβタンパクの推移. 夏⽬俊太朗, ⾺場元, 前嶋仁, 島野崇久, 済⽥貴⽣, 鈴⽊利⼈, 新井平伊. 第115回⽇本精神神経学会学術総会. 朱鷺メッセ（新
潟）. 2019年6⽉21⽇

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 国際共同

特別講演・
招待講演 1 ⾅井 千恵　線維筋痛症の最新の話題　シンポジウム1痛み治療の現在・未来 ~令和時代の新たなアプローチ~  第11回⽇本線維筋痛症学会学術集会　10/５-6 東京　2019

特別講演・
招待講演 2 ⾅井千恵　線維筋痛症のバイオマーカー ~脳機能画像の可能性~第11回⽇本線維筋痛症学会学術集会　10/５-6 東京　2019

特別講演・
招待講演 3 ⾅井 千恵 線維筋痛症の精神症状の管理 第11回⽇本線維筋痛症学会学術集会　10/５-6 東京　2019



特別講演・
招待講演 4 ⾅井　千恵　慢性疼痛と脳機能の関係を考える〜線維筋痛症の脳機能画像及び最新研究から〜

第48回⽇本慢性疼痛学会　イブニングセミナー　2/15-16　岐⾩　2019
特別講演・
招待講演 5 ⼤沼徹. 過重労働と睡眠負債の弊害̶最近の睡眠障害(およびせん妄)の薬物療法. 埼⽟県医師会産業医講習会. 越⾕市医師会. 2019年2⽉21⽇

特別講演・
招待講演 6 ⼤沼徹. メンタルクリニックと⾝体科の医療連携-摂⾷障害と認知症のケーススタディ-. 埼⽟県医師会産業医講習会. 越⾕市医師会. 2019年3⽉14⽇

特別講演・
招待講演 7

特別講演・
招待講演 8

特別講演・
招待講演 9 ⾺場元.⾼齢者のうつ病治療ガイドライン ドラフトの紹介. アパホテル＆リゾート（幕張）. 2019年11⽉5⽇

特別講演・
招待講演 10 ⾺場元. 「痛み」を引き起こす「こころ」の病気. 第4回⼥性のQOLを考える研究会. 東京国際フォーラム（東京）. 2019年10⽉27⽇

特別講演・
招待講演 11 ⾺場元. うつ病における認知機能と臨床. うつ医療フォーラムin庄内.　⼭形県⽴こころの医療センター（庄内）. 2019年9⽉13⽇

特別講演・
招待講演 12 ⾺場元. ⾼齢者うつ病診療における睡眠の重要性. 公益社団法⼈⽇本精神神経科診療所協会2019年度定時総会第25回（通算46回）学術研究会. ラフレさいたま（さいた

ま）. 2019年6⽉22⽇
特別講演・
招待講演 13 ⾺場元. うつ病と認知症の関連性. 第8回薫⾵会学術交流会. 医療法⼈社団薫⾵会⼭⽥病院（⽥無）. 2019年5⽉31⽇

特別講演・
招待講演 14 ⾺場元. 認知症と⾼齢者のうつ病　鑑別と関連性. ⻑崎市北部地区認知症Seminar. 道ノ尾病院（⻑崎）. 2019年4⽉13⽇

特別講演・
招待講演 15 ⾺場元. ⾼齢者うつ病における薬物療法のコツ. Meet the Expert in Koshigaya. 順天堂越⾕病院(越⾕). 2019年3⽉28⽇

特別講演・
招待講演 16 ⾺場元. 認知症の前駆症状としてのうつ－その臨床と科学. 平成30年度岐⾩県若年性認知症講演会. 岐⾩グランドホテル（岐⾩）. 2019年3⽉16⽇

特別講演・
招待講演 17 ⾺場元. ストレスとこころ・からだの関係－⾃分に優しくなるために. 平成30年度こころの健康講座. ⼋潮市⽴保健センター（⼋潮）. 2019年2⽉2⽇

特別講演・
招待講演 18 ⾺場元．⾼齢者うつ病と認知症における栄養．第21回⽇本栄養精神医学研究会．ウエスタ川越（川越）．2019年1⽉17⽇．

桐野衛⼆︓成⼈⾃閉症スペクトラム障害患者におけるfunctional connectivityのrs-fMRIおよびDKI を⽤いた検討.　第49回⽇本臨床神経⽣理学会学術集会　シンポジウム1　精
神疾患の神経⽣理学2019年11⽉28〜30⽇(発表28⽇)
桐野衛⼆︓統合失調症の脳内ネットワーク異常のrs-fMRI・脳波同時計測を⽤いた検討.　第49回⽇本臨床神経⽣理学会学術集会　シンポジウム14　精神医学と神経⽣理学的
ニューロイメージング　2019年11⽉28〜30⽇(発表29⽇)
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